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北
九
州
市
旅
館
業
法
施
行
条
例

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

条

例

第

十

二

号

(

趣
旨)

 

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
旅
館
業
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。)

 

及
び
旅
館
業
法
施
行
令(

昭
和
三
十
二

年
政
令
第
百
五
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。)

の
施
行
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
の
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準)

 

第
二
条

令
第
一
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
営

業
の
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

客
室
は
、
他
の
客
室
を
通
行
し
な
い
で
出
入
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二

浴
室
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア

外
部
か
ら
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

イ

採
光
又
は
照
明
及
び
換
気
の
た
め
の
適
当
な
設
備
を
有
す
る

こ
と
。

ウ

洗
い
場
は
、
汚
水
が
滞
留
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

エ

共
用
の
浴
室
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
る
適
当
な
広
さ
の
脱
衣
室
を
有
す
る
こ
と
。

オ

原
湯
を
貯
留
す
る
た
め
の
槽(

以
下
「
貯
湯
槽
」
と
い
う
。)

を
設
け
る
場
合
に
は
、
貯
湯
槽
内
の
湯
水
の
温
度
を
通
常
の
使

用
状
態
に
お
い
て
摂
氏
六
十
度
以
上
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
加

温
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
貯
湯
槽
内
の
湯
水
を
消
毒
す
る
た
め
の

設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

カ

原
水
又
は
原
湯
を
送
水
す
る
た
め
の
配
管
は
、
浴
槽
水
を
循

環
さ
せ
る
た
め
の
配
管
と
接
続
さ
れ
ず
、
か
つ
、
原
水
又
は
原

湯
を
浴
槽
の
水
面
の
上
部
か
ら
浴
槽
に
落
と
し
込
む
構
造
で
あ

る
こ
と
。

キ

浴
槽
水
を
循
環
さ
せ
て
使
用
す
る
浴
槽
は
、
循
環
し
て
い
る

浴
槽
水
が
浴
槽
の
底
部
に
近
い
箇
所
で
供
給
さ
れ
る
構
造
で
あ

る
こ
と
。

ク

打
た
せ
湯
及
び
シ
ャ
ワ
ー
は
、
浴
槽
水
を
循
環
さ
せ
て
使
用

し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ケ

屋
内
の
浴
槽
水
に
は
、
配
管
等
を
通
じ
て
、
屋
外
の
浴
槽
水

が
混
入
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

(

簡
易
宿
所
営
業
の
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準)

 

第
三
条

令
第
一
条
第
二
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
る
簡
易
宿
所
営
業
の

施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
と
の
面
接
に
適
す
る
玄
関
帳
場
を
有
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
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の
限
り
で
な
い
。

ア

玄
関
帳
場
に
代
わ
る
機
能
を
有
す
る
設
備
を
有
す
る
こ
と
そ

の
他
善
良
の
風
俗
の
保
持
を
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
。

イ

事
故
発
生
時
そ
の
他
の
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
の
た

め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

客
室
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア

客
室
は
、
収
容
定
員
に
応
じ
て
十
分
な
広
さ
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

イ

容
器
型
寝
台
は
、
採
光
又
は
照
明
及
び
換
気
の
た
め
の
適
当

な
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

ウ

客
室
は
、
他
の
客
室
を
通
行
し
な
い
で
出
入
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
浴
室
に
係
る
簡
易
宿
所
営
業
の
施

設
の
構
造
設
備
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
二
号
の
規
定
を
準

用
す
る
。

(

下
宿
営
業
の
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準)

 

第
四
条

令
第
一
条
第
三
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
下
宿
営
業
の
施
設

の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

客
室
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア

客
室
は
、
収
容
定
員
に
応
じ
て
十
分
な
広
さ
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

イ

客
室
は
、
他
の
客
室
を
通
行
し
な
い
で
出
入
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
浴
室
に
係
る
下
宿
営
業
の
施
設
の

構
造
設
備
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
二
号
の
規
定
を
準
用
す

る
。

(

構
造
設
備
の
基
準
の
特
例)

 

第
五
条

市
長
は
、
旅
館
業
法
施
行
規
則(

昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第

二
十
八
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。)

第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
施
設
に
つ
い
て
、
施
設
の
設
置
場
所
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
、

公
衆
衛
生
上
支
障
が
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
二
条
及
び
第
三
条

に
規
定
す
る
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

社
会
教
育
に
関
す
る
施
設
等
の
周
辺
に
お
け
る
旅
館
業
の
許
可)

 

第
六
条

法
第
三
条
第
三
項
第
三
号(

法
第
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第

三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

社
会
教
育
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号)

第
五
条
第
四

号
に
規
定
す
る
青
年
の
家

二

社
会
教
育
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
公
民
館

三

図
書
館
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号)

第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
図
書
館

四

博
物
館
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号)

第
二
条
第
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一
項
に
規
定
す
る
博
物
館
及
び
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設

五

都
市
公
園
法(

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号)

第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
都
市
公
園
の
う
ち
、
専
ら
児
童
の
利
用
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

六

北
九
州
市
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例(

平
成
六
年
北
九
州
市
条
例
第

四
十
九
号)

第
一
条
に
規
定
す
る
市
民
セ
ン
タ
ー

七

主
と
し
て
児
童
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、

前
各
号
に
掲
げ
る
施
設
に
類
す
る
も
の
と
し
て
市
長
が
定
め
る
も

の

２

法
第
三
条
第
四
項(

法
第
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
条
の
三
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め

る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

と
お
り
と
す
る
。

一

国
が
設
置
す
る
施
設

当
該
施
設
の
長

二

地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
施
設

当
該
施
設
を
所
管
す
る
地

方
公
共
団
体
の
長
又
は
教
育
委
員
会

三

前
二
号
に
掲
げ
る
施
設
以
外
の
施
設
で
、
当
該
施
設
に
つ
い
て

監
督
庁
が
あ
る
も
の

当
該
監
督
庁

四

前
三
号
に
掲
げ
る
施
設
以
外
の
施
設

当
該
施
設
の
設
置
者

(

衛
生
に
必
要
な
措
置
の
基
準)

 

第
七
条

法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
換
気
、
採
光
及
び
清
潔
そ
の

他
宿
泊
者
の
衛
生
に
必
要
な
措
置
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

旅
館
業
の
施
設
は
、
必
要
に
応
じ
直
接
外
気
に
接
す
る
窓
そ
の

他
の
開
口
部
を
開
閉
す
る
等
に
よ
り
換
気
及
び
採
光
が
十
分
に
保

た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二

旅
館
業
の
施
設
の
内
外
は
、
定
期
的
に
清
掃
し
、
害
虫
、
ね
ず

み
族
等
の
発
生
の
防
止
及
び
駆
除
に
努
め
る
こ
と
。

三

客
室
そ
の
他
適
当
な
箇
所
に
、
く
ず
入
れ
を
備
え
る
こ
と
。

四

宿
泊
者
が
感
染
性
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
き
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
使
用
し
た
客

室
、
寝
具
及
び
器
具
類
を
完
全
に
消
毒
す
る
こ
と
。

五

従
業
者
が
感
染
性
の
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
又
は
そ
の
疑
い
が

あ
る
と
き
は
、
業
務
に
従
事
さ
せ
な
い
こ
と
。

六

寝
具
類
に
つ
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ア

宿
泊
者
に
使
用
さ
せ
る
シ
ー
ツ
、
カ
バ
ー
、
寝
衣
等
は
、
使

用
の
都
度
、
洗
濯
す
る
こ
と
。

イ

宿
泊
者
に
使
用
さ
せ
る
布
団
、
枕
等
は
、
常
に
清
潔
に
し
て
、

日
光
消
毒
等
適
切
な
方
法
に
よ
り
防
湿
及
び
害
虫
の
駆
除
に
努

め
る
こ
と
。

七

入
浴
施
設
に
つ
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ア

入
浴
施
設
に
お
い
て
使
用
す
る
湯
水
は
、
常
に
清
潔
に
し
、

規
則
で
定
め
る
水
質
基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
。

イ

浴
槽
水
は
、
一
日
に
一
回
以
上
完
全
に
換
水
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
連
日
使
用
型
循
環
浴
槽(

集
毛
器
、
消
毒
装
置
及
び
ろ
過
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器
の
い
ず
れ
も
備
え
た
浴
槽
に
限
る
。)

を
使
用
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
一
週
間
に
一
回
以
上
完
全
に
換
水
す
る
こ
と
を
も
っ

て
足
り
る
。

ウ

浴
槽
は
、
常
に
満
水
状
態
を
保
ち
、
か
つ
、
原
湯
若
し
く
は

原
水
又
は
十
分
に
ろ
過
し
た
湯
水
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
あ

ふ
れ
さ
せ
、
清
浄
に
保
つ
こ
と
。

エ

浴
槽
水
の
水
質
検
査
を
一
年
に
一
回
以
上(

二
十
四
時
間
以

上
完
全
に
換
水
し
な
い
で
浴
槽
水
を
循
環
さ
せ
て
い
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
一
年
に
二
回
以
上)

行
い
、
そ
の
成
績
書
を
三
年
間

保
存
す
る
こ
と
。

オ

二
十
四
時
間
以
上
完
全
に
換
水
し
な
い
で
浴
槽
水
を
循
環
さ

せ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
浴
槽
水
を
消
毒
す
る
た
め
の
塩

素
系
薬
剤
を
適
切
な
位
置
に
投
入
し
、
浴
槽
水
一
リ
ッ
ト
ル
中

〇
・
四
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
の
遊
離
残
留
塩
素
濃
度
を
保
つ
こ
と
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
有
効
な
方
法
で
消
毒
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

カ

浴
槽
水
を
循
環
さ
せ
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
は
、
定
期
的

に
清
掃
及
び
消
毒
を
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行

う
こ
と
。

キ

貯
湯
槽
内
の
生
物
膜
の
状
況
を
定
期
的
に
把
握
し
、
必
要
に

応
じ
生
物
膜
の
除
去
を
行
う
た
め
の
清
掃
及
び
消
毒
を
す
る
こ

と
。

ク

貯
湯
槽
内
の
湯
の
温
度
は
、
摂
氏
六
十
度
以
上
に
保
つ
こ
と
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
貯
湯
槽
内
の

湯
を
塩
素
系
薬
剤
等
で
消
毒
す
る
こ
と
。

ケ

浴
槽
内
の
湯
水
を
回
収
す
る
た
め
の
槽(

以
下
こ
の
ケ
に
お

い
て
「
回
収
槽
」
と
い
う
。)

内
の
湯
水
は
、
浴
用
に
供
し
な
い

こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
回
収

槽
内
の
清
掃
及
び
消
毒
を
十
分
に
す
る
と
と
も
に
、
回
収
槽
内

の
湯
水
を
塩
素
系
薬
剤
等
で
消
毒
す
る
こ
と
。

コ

気
泡
発
生
装
置
、
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
装
置
等
微
小
な
水
粒
を
発

生
さ
せ
る
設
備(

サ
に
お
い
て
「
気
泡
発
生
装
置
等
」
と
い
う
。)

を
設
置
し
た
浴
槽
に
は
、
二
十
四
時
間
以
上
完
全
に
換
水
し
な

い
で
循
環
さ
せ
て
い
る
浴
槽
水
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

サ

気
泡
発
生
装
置
等
の
空
気
取
入
口
に
は
、
ほ
こ
り
等
が
入
ら

な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

シ

打
た
せ
湯
及
び
シ
ャ
ワ
ー
に
は
、
循
環
さ
せ
た
浴
槽
水
を
使

用
し
な
い
こ
と
。

ス

脱
衣
室
、
浴
室
、
便
所
そ
の
他
入
浴
者
が
直
接
利
用
す
る
施

設
は
、
定
期
的
に
清
掃
し
、
常
に
清
潔
に
保
つ
こ
と
。

セ

貯
湯
槽
内
の
湯
の
温
度
及
び
オ
に
規
定
す
る
遊
離
残
留
塩
素

濃
度
を
一
日
に
二
回
以
上
測
定
し
、
そ
の
記
録(

オ
た
だ
し
書
又

は
ク
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
す
る
記
録
を
含
む
。)

を
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

八

洗
面
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ア

洗
面
所
の
湯
水
は
、
飲
用
に
適
す
る
も
の
を
十
分
に
供
給
す
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る
こ
と
。

イ

洗
面
所
は
、
常
に
清
潔
に
保
ち
、
消
毒
し
た
洗
面
具
を
備
え

る
こ
と
。

九

便
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ア

蚊
、
は
え
そ
の
他
の
害
虫
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
。

イ

清
掃
及
び
防
臭
剤
等
に
よ
る
臭
気
の
除
去
に
努
め
る
こ
と
。

ウ

手
洗
設
備
は
、
流
水
装
置
と
し
、
常
に
清
浄
な
水
を
十
分
に

供
給
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

エ

共
用
タ
オ
ル
は
、
備
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

(

衛
生
措
置
の
基
準
の
特
例)

 

第
八
条

市
長
は
、
省
令
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
第
七
条
第
六
号
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
関
し
必
要
な
特

例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

宿
泊
拒
否
の
事
由)

 

第
九
条

法
第
五
条
第
三
号
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
事
由
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一

宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
が
泥
酔
者
等
で
、
他
の
宿
泊
者
に
著
し

く
迷
惑
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

宿
泊
者
が
他
の
宿
泊
者
に
著
し
く
迷
惑
を
及
ぼ
す
言
動
を
し
た

と
き
。

(

手
数
料)
 

第
十
条

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
旅
館
業
の
許
可
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
申
請
の
際
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

常
設
営
業
の
場
合

一
件
に
つ
き
二
万
二
千
円

二

一
時
営
業
の
場
合

一
件
に
つ
き
一
万
千
円

２

法
第
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

旅
館
業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の
承
認
の
申
請
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
当
該
申
請
の
際
一
件
に
つ
き
七
千
四
百
円
の
手
数
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
長
は
、
公
益
上
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

手
数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

既
納
の
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
特
別
の
理

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

委
任)

 

第
十
一
条

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
定
め

る
。

付

則
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(
施
行
期
日)

 
１

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

 

２

第
二
条
第
三
号
オ
か
ら
ケ
ま
で(

第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項

及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可

を
受
け
て
い
る
営
業
者
が
有
す
る
営
業
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の

条
例
の
施
行
の
日
以
後
最
初
に
行
う
浴
室
の
改
築
の
工
事
が
完
了
す

る
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

付

則

(

施
行
期
日)

 

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

 

２

改
正
後
の
北
九
州
市
旅
館
業
法
施
行
条
例
第
八
条
第
十
号
シ(
シ

ャ
ワ
ー
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際

現
に
改
正
前
の
北
九
州
市
旅
館
業
の
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
を
定

め
る
条
例
付
則
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
最
初
に
行
う
浴
室
の
改
築
の
工

事
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

付

則
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

則
こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。


